
 

 

 

 

「新年度を迎えて」 

校長  大塚 雅彦  

 令和８年度は、幼稚部２名、中学部２名の新入生を迎え、計１３名でのスタートと

なりました。 

 本校では「明るい子供（生きたことばを身につけた明るい子供）」「強い子供（丈

夫な体と強く豊かな心をもつ子供）」「考える子供（自分の考えをもち進んで学ぶ子

供）」を学校教育目標に、魅力ある授業づくり、専門性の向上、地域とつながった学

校教育の充実、生活の側面から子どもたちの心を育てる寄宿舎教育等に取り組んでい

きたいと考えています。 

 学んだことを深め、広げ、目先のことだけでなく様々なことに活用することができ

る子どもに育てたい。そのために教職員は、これまでの教育活動で培ってきたものを

継承しつつ、変化の激しい社会を生きていく子どもたちに必要な資質・能力を身につ

けさせるために、指導力をアップデートしていくことが大切になります。 

 新年度の始まりに当たり、保護者の皆様、地域の皆様、そして本校に関わるすべて

の皆様との連携を大切にし、未来予測が難しい時代を生き抜いていく子どもたちを育

んでいくために、今後とも皆様の一層の御理解と御支援を賜りますよう、よろしくお

願いします。 
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【北海道子ども相談支援センター 相談窓口のお知らせ】 

「学校に行きたいのに行けない……」「嫌な思いをしている……」「誰かに聞いて欲しい……」 

そんな時に、相談できる窓口があります。 

●相談電話 0120-3882-56    ●メール相談 sodan-center@hokkaido-c.ed.jp 

http://www.muroranrou.hokkaido-c.ed.jp/


 

校長  大塚 雅彦（おおつか まさひこ） 

高等聾学校から参りました校長の大塚雅彦です。本校には、約２０年前に教員として３年間勤めましたが、「のどかだけ

どアクティブな学校」というイメージで、当時もいろいろなことに挑戦した思い出があります。 

社会に出て行く生徒・学生を育て見送る役割の高等聾学校から、聴覚障がい教育の入口である乳幼児相談・幼稚部

のある義務教育の室蘭聾学校に赴任したことに、自分なりのミッションを感じています。今後ともよろしくお願いします。  

養護教諭 木戸 佑香（きど ゆうか） 

室蘭聾学校の幼児児童生徒のみなさん、こんにちは。厚岸翔洋高校からやって来ました、保健室の先生の木戸佑香で

す。みなさんと関わるのをとても楽しみにしています。これからよろしくお願いします。 

寄宿舎指導員 伊藤 享好（いとう きょうこ） 

白樺高等養護学校から赴任してきました、伊藤享好です。早く手話を覚えて、皆さんと仲良く過ごせるように頑張りま

す。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

寄宿舎指導員 越後 ゆりか（えちご ゆりか） 

 昨年７月より室蘭聾学校寄宿舎指導員（非常勤）をしていました越後ゆりかです。子ども達と楽しい多くの時間をすご

せることをうれしく思っています。よろしくお願いいたします。 

教諭  小山 唯眞（こやま ゆいしん） 

流氷が見えるオホーツクの紋別養護学校から赴任しました、小学部所属の小山唯眞です。初めてなことが多いですが

精一杯頑張りますので、よろしくお願いします。 

 

事務長  柴崎 真弓（しばざき まゆみ） 

札幌伏見支援学校から着任しました事務長の柴崎です。聾学校も幼稚部がある学校も初めて勤務するので緊張して

いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 


